
再評価 【番号５】

都市公園事業 南部健康運動公園
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那賀川

195

55

55

橘湾

Ｇｏｏｇｌｅ

南部健康運動公園ﾞ

１．事業概要
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多目的広場

ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｨｰﾙﾄﾞ

陸上競技場
兼球技場

テニスコート

ｱｰﾁｪﾘｰ場

野球場

駐車場

円形多目的広場

全体計画面積 A ＝ 70ha

全体事業費 C ＝ 125億円



２．事業の進捗状況

陸上競技場
兼球技場

ｱｰﾁｪﾘｰ場

ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｨｰﾙﾄﾞ

残事業施設

部分供用済み（供用予定）施設

公園区域

完了区域

施 工 中

未施工区域

凡 例
野球場

駐車場

ﾃﾆｽｺｰﾄ
多目的広場

陸上競技場
兼球技場

ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｨｰﾙﾄﾞ

ｱｰﾁｪﾘｰ場

円形多目的広場

未供用施設
陸上競技場
兼球技場

ｱｰﾁｪﾘｰ場

ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｨｰﾙﾄﾞ

野球場(H19.5供用開始) 多目的広場(H20.7供用開始)

ﾃﾆｽｺｰﾄ(H24.12全面供用開始)円形多目的広場(H23.3供用開始)
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事業費進捗率 91％

(うち用地取得率) 100％

進 捗 率
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公園事業における便益計算の考え方

公園を直接利用する
ために支払われる
施設利用料金、旅費、
時間価値を便益とす
る。

直接利用価値 施設利用料金

旅行時間

旅 費

公園が存在することで
発現する
｢環境面｣と｢防災面｣の
効果を貨幣価値に換算
して便益とする。

間接利用価値 環境

環境維持・改善

景観の向上

災害時には応援部隊の
活動拠点に利用

防災

＋

緑地・水面の
面積から算出

広場の
面積から算出
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３．事業評価結果

生涯スポーツ・健康づくり

県南地域におけるスポーツの中核的
施設であり、生涯スポーツ、健康づくり
に寄与

・陸上競技場の観客増加 1.3億円

・野球ツアー・合宿の誘致 32.2億円

計 34.2億円

・直接利用価値

・間接利用価値(環境)

・間接利用価値(防災)

計 509.3億円

Ｂ／Ｃ ＝１．９

※費用Ｃ＝266.6億円 （現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

競技力の向上

地域の活性化

・ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂによる収入 0.7億円

野球、陸上、テニス、サッカー、グランドゴルフ、
クロスカントリー、アーチェリーなど

国際大会などにおけるトレーニング地の
誘致や国体などの全国大会などの開催
が期待され、県南地域の競技力向上に
寄与

阿南市事業による、野球観光ツアーや
野球合宿、大会開催が実施されており、
住民と県外客との地域間交流により
地域の活性化に寄与

(参考)その他の便益を含む Ｂ／Ｃ＝２．0
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その他の便益



４．公園整備による多様な効果【貨幣価値換算可能な整備効果】

陸上競技場の観客増加

◎その他の便益

陸上競技大会、サッカー等の球技、
マラソン、各種イベントの開催による
観客動員が見込める

野球ツアー・合宿の誘致

平成３０年度実績
野球観光ツアー誘致 7日間（304人）
合宿誘致 ３0日間（164人）
大会開催 ２５日間（4,491人）

１．３億円

野球を軸とした「地域活性化」を推進
（野球のまち阿南推進事業）

３２．２億円※

陸上競技場 兼 球技場
の多様な利用

ネーミングライツ
による収入

年間６，５５４人が参加
うち３，５７５人が阿南市へ宿泊

県内外参加者の宿泊・飲食・購買による
経済効果

命名権売却による
継続的収入

●野球場 H19.5～
JAｱｸﾞﾘあなんｽﾀｼﾞｱﾑ

●庭球場 H29.5～
JAｱｸﾞﾘあなんﾃﾆｽｺｰﾄ

●遊具広場 H29.5～
JAｱｸﾞﾘあなんｷｯｽﾞ広場

０．7億円

マニュアルでは見込んで
いない公園利用者（観客）
の増加

※野球のまち阿南推進事業における平成３０年度の経済効果 約１．３億円（阿南市野球のまち推進課しらべ）を基に県が独自に便益を算出 6



５．公園整備による多様な効果①【貨幣価値に表れない整備効果】

地域の活性化

合宿誘致
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地域間交流の増加

野球観光ツアーや、還暦野球大会などに
参加する県外客との地域間交流が増加

ツアー客と
阿波踊りで交流ツアー客と交流試合
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大会や観光ツアーにおける県外参加チームの推移

地域活動が活性化
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合宿誘致の推移

約２．４倍

合宿誘致などを通じ、地元住民や
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体の多様な取組みにより、
野球場を拠点に地域が活性化

約２．３倍

学生合宿を
地元ボランティアが

「おもてなし」

地元「おばあちゃん」達の
「歓 迎」

(ﾁｰﾑ数)

(年度) (年度)

(人)
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約3.9万人

約5.1万人

公園施設利用者の推移

６．公園整備による多様な効果②【貨幣価値に表れない整備効果】

生涯スポーツ・健康づくり

野球場、テニスコートなど、競技・レクリエーションに頻繁に利用され、
生涯スポーツ、健康づくりに寄与している

国際大会などのトレーニング地と
して活用されることが期待できる
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競技力の向上

年間１０３日
２０，４４９人の利用

年間２８２日
１１，６８７人の利用

(人)

(年度)

R1.8月
ドイツ柔道代表(世界柔道事前キャンプ)

R1.9月
ジョージア代表(ラグビーW杯事前キャンプ) R1.8月 ドイツ柔道代表 事前キャンプ R1.9月 ジョージア代表 事前キャンプ



３．事業評価結果

生涯スポーツ・健康づくり

県南地域におけるスポーツの中核的
施設であり、生涯スポーツ、健康づくり
に寄与

・陸上競技場の観客増加 1.3億円

・野球ツアー・合宿の誘致 32.2億円

計 34.2億円

・直接利用価値

・間接利用価値(環境)

・間接利用価値(防災)

計 509.3億円

Ｂ／Ｃ ＝１．９

※費用Ｃ＝266.6億円 （現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

競技力の向上

地域の活性化

・ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂによる収入 0.7億円

野球、陸上、テニス、サッカー、グランドゴルフ、
クロスカントリー、アーチェリーなど

国際大会などにおけるトレーニング地の
誘致や国体などの全国大会などの開催
が期待され、県南地域の競技力向上に
寄与

阿南市事業による、野球観光ツアーや
野球合宿、大会開催が実施されており、
住民と県外客との地域間交流により
地域の活性化に寄与

(参考)その他の便益を含む Ｂ／Ｃ＝２．0
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その他の便益

■今後の対応方針（案）

事 業 継 続


